
  

学塾通信 11月号 （第 131回） 

～学塾は一人ひとりが目標に向けて真摯に取り組む教室である～ 

 

10月 30日（月）は授業調整日です。通常授業はありません。 

 

 

9月の塾長講座で、高校受験生に「受験に向けての決意シート」を作成してもらいました。 

 

平日・土日・塾がある日・無い日別に学習時間をどのようにしていくのかを、一人ひとりが考えて

全体で発表してもらいました。これまでより週に 12時間も学習時間を増やすという発表をした生

徒もいました。2ヶ月弱の取り組みがどうだったのか 10月 21日(土)に振り返りをする予定です。 

 

さて、今月は受験生のみなさんに話をしたいことがふたつあります。ひとつめは目指すべきもの

に向けて「気持ちの持っていき方」が大切だということ。 

 

ラグビーワールドカップ日本代表のリーチ・マイケル選手のインタビューが

印象的でした。「試合に向けて、ワクワクもする。怖さもある。それがグルグ

ルと回っている。」その後に続く言葉、だから試合に向けて「気持ちを作って

いきたい。」と話していました。 

 

気持ちを作ることは、私が塾生にも受験勉強を通して身につけて欲しいと

思っていることのひとつです。塾生のみなさんに知っておいて欲しいこと

は、華々しい結果を残しているような人たちも、自分の気持ちと向き合いな

がら良いパフォーマンスができるように準備をしているということです。 

 

みんなが「しんどいな」「今日はやる気がでない」「休みたい」と思っているようなことを、日本を代

表する選手も感じているのです。自分の気持ちと戦う過程を「気持ちを作る」と言ってました。 

 

気持ちの持っていき方については、「気持ちが上がるような音楽を聴く。」「本を読む。」「動画を

見る。」「志望校のパンフレットを見る。」「とりあえず机に向かう。」などいろいろあるでしょう。 

自分に合った方法を探してみてください。 

 

そして、ふたつめは「結果にはそうなった原因がある」ということ。 

志望校に必要なレベルに達することができていない人は、どうすれば良くなっていくのかを模索

することが必要です。できることを増やしたい、成長したいと自分自身で強く思わなければ突破

口は開けません。取り組みを変えなければ奇跡など起きません。 

目標から乖離している人ほど春から同じことを何度も繰り返しているように見えます。 

 

逆に結果が出ている人ほど謙虚です。より上を目指しコツコツと努力をしています。 

日々の小さな差が積み重なって大きな差になっているのです。 



「地道にコツコツ」は毎年受験生に伝えている言葉ですが、

それ以外の道はありません。 

 

現状を把握する。目標とのギャップがあれば、それを補うた

めに毎日何をするのかを考える。戦略を立てる。 

 

志望する進路へ進むことができるよう、一日一日積み重ね

ていきましょう。 

 

〇保護者面談について（随時受け付けています。） 

 

面談を希望される方は info@gakujyuku.com宛に連絡をお願いいたします。 

日程調整をします。 

 

〇入試情報等について 

 

各学校から届いた案内や入試に関する情報は、学塾の Twitterにて配信しています。 

 

〇教室への連絡について 

 

教室への連絡は、一斉配信のメールアドレス宛に要件を送っていただいても教室には届きません。 

お手数ですが info@gakujyuku.com宛にお願いします。 

メール確認後は、当日ないし翌日までには返信しています。教室からの返信が無い場合は、一斉配信宛

に届いている可能性があります。一度ご確認をお願いします。 

 

☆小学生☆ 

自主学習の勧めを先月号で書きましたが、授業の前後で自習をする姿がすこしずつ目に付くようになり、

私たちも嬉しく思います。引き続きこの調子で頑張って行きましょう。 

 

さて、今月は国語の読解問題についてアドバイスをふたつご紹介します。 

問題を解くときに意識して欲しいこととして、ひとつは語彙を増やすという意識を持ってください。語彙を増

やすとは、簡単に言うと知っている言葉を増やすということです。文章を読むなかで、知らない言葉があっ

たら必ず確認をするようにしてください。 

ふたつめは、国語の読解問題は問題を確認しながら本文を読み進めましょう。問題によっては文章を読

まなくても解くことができる問題（知識問題）もあります。そのような問題は先に済ませましょう。本文の内

容に関する設問は該当箇所の前後を注意深く読むようにしてください。読解問題は自分の考えを聞かれ

ているのではなく、文章に何と書かれているかを読み取る力を問われています。 

このふたつを意識しながら読解問題を解く練習をしてください。 

 

 



☆中学受験生☆ 

 

過去問演習を始めています。問題を解くにつれて、学校や入試日ごとに傾向があることがわかっ 

てきたのではないでしょうか。受験科目の合計点が合格最低点を上回っているのか、もしくは今 

後の学習で上回ることができそうかどうかを見ていきましょう。 

 

そのうえで、普段の問題演習をこれまで以上に大切にしてください。 

点を取ることができる問題を確実に正解するように意識をすること。入試問題は、単元別に出題

されるわけではなく、ランダムに出題される問題を正解していくことが求められます。「惜しい」

「解き方はわかっていた」というのは実際には得点になっていないため、わかっていないことと同

じ状態です。普段の問題演習では同じ単元の問題を続けて解くことが多いため、10問中 9問正

解していた、ということで良しとしがちですが、落とした 1問をしっかり見直してください。 

 

解くことができる問題を確実に解く、というのは普段の練習からその意識を持って取り組むこと

で精度が上がっていきます。 

 

 

合格率を上げる方法 

入学試験の制度を知り 

出題される問題、傾向を把握し 

入試本番で「解くことができる問題」を確実に解く。 

 

 

 

○模擬テストについて 

 

五ツ木の模擬テスト（5年生・6年生） 

 

特別回 10月 22日（日） 

 

模試受験後は必ずやり直しをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆中学 1・2年生☆ 

 

【1年生】 

 

2学期の中間テストはどうでしたか？一度自分の結果を振り返ってみましょう。 

「満足できる結果だった。」「思った結果ではなかった。」人それぞれだと思います。これから先は点数を上

げたいと思い行動できるかどうかがひとつのポイントになります。 

行動できなければ現状維持か、取り組み次第では下がります。点数を上げたいと思い、行動を変えられ

たらできることは増えていくでしょう。 

2学期の中間テストの結果を見返し、期末テストでの目標を決めましょう。 

 

 

【2年生】  

 

中学校生活も折り返しに入りました。部活動では 3 年生が引退し 2 年生が主体となって進めているところ

もあるでしょう。部活動を通して学べることもたくさんあると思います。頑張ってください。 

 

学習面においても塾や学校の宿題をきちんとこなすことはもちろん、各種検定試験の学習を始めてみて

はどうでしょうか。英検・数検・漢検の保持が入学試験においてプラスになる学校があります。 

 

一例をあげると 

 

関大一高： 英検・数検・漢検 3 級以上 

常翔学園 準 2級：10点 2級以上：20点 

東大谷  英検・数検・漢検 3 級以上 

上宮 入試得点と比較し、英検の取得級を英語の得点に読み替える（英検準 1 級以上：90 点、2 級：80 

点、準 2 級：70 点） 

公立高校 英検 2級 80% 準一級 100%へ読み替え（当日の試験結果に関わらず保証） 

など他にもたくさんあります。 

 

※内容が変わっている可能性もありますので、各学校のホームページでご確認ください。 

 

みなさんの興味がある学校には検定試験の優遇が有るか調べて見てください。 

 

そろそろ進路のことを考え始める時期ですが、何からすれば良いのかわからない、そんな人もいるでしょ

う。定期テストの前は勉強をするが、それ以外の日はあまり机に向かわないという人は中学１年生の内容

から復習をしてください。おそらく忘れていることが多くあると思います。教科は英語・数学を優先して、去

年塾で使っていた問題集を改めて解きなおすことも有効です。受験勉強をするのに早すぎるということは

ありませんので、少しずつでも始めてみましょう。 

 

 



☆高校受験生☆ 

 

私立大学への進学について、私立高校からの推薦での進学がかなり有利となっています。 

大学進学だけを考えると私学専願というのも選択肢としては良いと思います。 

今年の高校 3 年生が在籍しているプール学院や上宮はかなり多くの推薦枠があります。高校入学後も１

年生から定期テストの成績を取っておく必要がありますので、学力的に余裕を持って入ることができる学

校を意図的に選ぶこと、受験後も１年生から内申をしっかりとっていくことまで考えて進学する方が良いで

しょう。 

また、多くの学校が大学推薦の際に英検 2 級以上を求めていますので、英検は早いうちから取得する方

が良いです。 

 

〇授業の追加・変更について 

 

受験まで半年を切り、受講科目の追加・変更の連絡が増えてきました。受講科目変更については、随時

受け付けています。相談等も含めて、希望があれば教室まで連絡をお願いします。 

 

〇進路面談について 

 

11月・12月の学校での面談を経て、改めて塾でのご相談を希望される場合は、随時実施します。（案内

文等は配布しません。）希望される方は教室まで連絡をお願いします。 

 

〇中 3 塾長講座について（最終回） 

 

課題テスト 2023年 11月 25日（土） 13時 30分～17時 45分 

 

課題テスト 英単語・理科・社会・漢字 

今回から課題テスト不合格者は講座後に補習を行います。 

 

※原則全員参加でお願いします。 

部活動などで欠席される場合は欠席届をご提出ください。 

 

12月以降の塾長講座は入試直前特訓に移行し、入試に向けた最終確認・実践演習を行います。 

 

○模擬テストについて 

 

第 6回 五ツ木模試  11月 12日（日） 必須回 

 

全員申込書の提出をお願いします。 

 

 



☆大学受験生☆ 

 

指定校推薦で２人の塾生が進路の内定を得ています。おめでとうございます。 

 

同志社女子大学（プール学院高校） 

 

高校受験時の模試の成績を見ていると、高校 3 年間でよく頑張ったことがわかります。高校の先生からも

高い評価を受け指定校推薦で大学も内定。 

将来は食品関係のバイヤーをしたいという目標のために大学では長期の留学を希望しています。 

何ごとにおいても誠実で真面目にコツコツと頑張る姿勢は、素晴らしいものでした。 

大学生活も充実したものになることを願っています。 

 

立命館大学（上宮高校） 

 

上宮中学・高校から立命館大学への指定校推薦を受けました。 

中学受験では、第一志望校に１点足りず悔し涙を流した塾生です。 

高校ではクリケットで全国大会にも出場し充実した高校生活を送ることができました。 

進路が決まり「上宮に行ってよかった。」という言葉を聞いたときには、私はひとつ肩の荷を降ろすことが

できたような気持ちになりました。 

大学でも持ち前のバイタリティーで、学問に課外活動に頑張ることと思います。 

 

ふたりとも、機会があれば学塾の後輩に高校生活の話をしてあげてください。 

 

〇振替授業について お問い合わせをいただくことがありますので、改めて共有します。 

 

振替ルール           

〇欠席の際に振替希望を伝えてください。（原則当月内でお願い致します。） 

（授業時に教室に来ておらず、教室側から連絡の際に欠席をお伝えいただいた場合、振替授業は行いま

せん。「連絡するのを忘れていました」など） 

 

○振替授業をさらに別日に振り替えることはできません。 

○担当講師は変わります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2023年度 塾生募集について 

お友達紹介キャンペーン 

紹介された方 入会金無料・紹介者 3000円分のクオカード 

 

【高１～3】                            若干名 

【高校受験 中 3】                       募集終了 

【高校受験 中 2】                       募集終了 

【高校受験 中 1】                        3名 

【中学受験 小 6】                       募集終了 

【中学受験 小 5】                       若干名 

【非受験 小学生】                       若干名 

 

学塾【URL】 https://gakujyuku.com 【FACEBOOK】https://www.facebook.com/gakujyuku 

【Instagram】https://www.instagram.com/gakujyuku/ 

 


